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報 告

第 55 回 風に関するシンポジウム 開催報告 

Report of the 55th Symposium on Wind

平成 21 年 3 月 19 日（木），日本大学理工学部駿河台校

舎 1 号館 6 階 CST ホールにて，表記シンポジウムが開

催された。本シンポジウムは，現在 17 学会（末尾参照）

の協力のもとに毎回幹事学会持ち回りで開催されており，

今回（平成 20 年度）で 55 回を数えている。

日本風工学会が幹事学会となった今回は，運営・学

術委員会での企画案審議を経て，風災害調査連絡委員会

／同・風災害研究会が中心となり，特別講演ならびに風

災害をテーマとするオーガナイズドセッションが企画さ

れ，通常の研究発表は一般ンセッションとするプログラ

ム案のもとに準備が進められた。

当日は， 87 名の参加者のもとに，瀧下洋一氏（気象庁

予報部予報課調査官）による「竜巻注意情報など突風災

害軽減に向けた取り組み」と題する特別講演のほか，オ

ーガナイズドセッション（風災害） 7 件，一般講演 18 件

の研究発表が行われ，活発な質疑応答が交わされた。

なお，次年度（平成 21 年度）の幹事学会は現在未定で

あるが，伝統ある本シンポジウムの火が絶えることなく，

さらに回を重ねながら発展することを願うものである。

最後に，本シンポジウムの日本大学理工学部教授野村

卓史先生，同助手長谷部寛先生には，シンポジウムの会

場準備ならびに当日の運営に多大のご協力を頂いた。こ

こに記して謝意を表する。

■第 55 回風に関するシンポジウム共催学会 

水文・水資源学会，大気環境学会，土木学会，日本海

洋学会，日本風工学会（幹事学会），日本気象学会，日本

建築学会，日本航空宇宙学会，日本砂丘学会，日本沙漠

学会，日本雪氷学会，日本地理学会，日本熱帯農業学会，

白土博通*

Hiromichi SHIRATO

日本農業気象学会，日本流体力学会，農業施設学会，農

業農村工学会

（五十音順）

■講演題目・講演者 

○特別講演

竜巻注意情報など突風災害軽減に向けた取り組み

瀧下洋一氏（気象庁予報部予報課調査官）

○オーガナイズドセッション・風災害 

1）内閣府の災害に係る住家の被害認定基準について

奥田泰雄（建築研究所） 

2）2008 年 3 月から 5 月にかけて鹿児島県で発生した

竜巻等による被害について 

○友清衣利子，前田潤滋（九州大学），

丸山敬（京都大学），宮城弘守（宮崎大学） 

3）敦賀市で発生した大型イベント用テントの被害

西村宏昭（日本建築総合試験所） 

4）2008 年 9 月に多度津・丸亀で発生した突風災害 

○佐々浩司，宮井星児（高知大学），林正典，

田中利秀(高松地台)， 鈴木修(気象研)

5）2008 年 12 月 5 日横浜市で発生した突風災害

小林文明（防衛大学校） 

6）2008 年 5 月に米国アイオワ州で発生した

トルネードによる建築物被害の概要

喜々津 仁密（建築研究所） 

7）大規模建築物の鋼鈑製屋根の被害のその後

奥田泰雄（建築研究所）

＊ 京都大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻 教授 

Professor， Kyoto University 
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○一般講演 

1）HP型独立上屋の設計用風力係数 

○植松 康（東北大学），荒勝文雄，松本 悟

2）数値シミュレーションへの適用を目的とした

風洞実験による防風ネットの防風特性調査 

○牛山朋来(農業環境技術研究所)，井上聡，芝池博幸

3）小型風車と電磁発電機の整合

比屋根正雄

4）地表面粗度形態にもとづく都市上空の強風の推定 

― メソ気象モデル MM5 と都市屋上観測結果との

比較を通して ―

○岸田岳士（風工学研究所），

田村哲郎(東京工業大学)，

奥田泰雄（建築研究所），中村修，宮下康一 

5）雷雲外出流のシミュレーション

大塚清敏（大林組） 

6）冬季日本海沿岸域におけるメソ対流擾乱に伴う

竜巻状渦構造と地上での強風の発生機構に関する

高解像度気象モデル解析

竹見哲也（京都大学） 

7）2008 年 7 月 12 日に東京都で突風被害を発生させた

積乱雲の構造

○鈴木真一（防災科学技術研究所），前坂 剛，

岩波 越，木枝香織((株)A.E.S)，真木雅之，

三隅良平，清水慎吾，加藤 敦

8）突風による抗力のオーバーシュート現象に関する

一考察

野村卓史（日本大学） 

9）風に関する教育普及活動―公開講演「空に舞う」を

例として―

樋口敬二

10）広帯域レーダネットワークの開発と観測

○牛尾知雄（大阪大学），吉川栄一，森本健志，

河崎善一郎，今井克之（住友電工），

山下隆久（住友電工），

長山伸一郎（ＮＥＣエンジニアリング） 

11）フェーズドアレイ気象レーダの開発計画 

○佐藤晋介（情報通信研究機構(NICT)），

村山泰啓，井口俊夫，水谷文彦（東芝），

和田将一（東芝），牛尾知雄（大阪大学），

河崎善一郎（大阪大学） 

12）ドップラーライダー ＷＩＮＤ ＣＵＢＥによる

風観測

○平方宏冶（英弘精機），花房龍男，大久保憲郎， 

Remy Parmentier（Leosphere)，林 陽生（筑波大学） 

13）ドップラーライダーにより東京都小金井市上空で

観測された海風前線の構造

○岩井宏徳（（独）情報通信研究機構），村山泰啓，

石井昌憲，水谷耕平，橋口太一郎

14）エアーキャノンによるガラスの耐衝撃性能試験

丸山 敬（京都大学） 

15）U.S.A.におけるストーム・シェルターの

設計ガイドライン

西村宏昭（日本建築総合試験所） 

16）竜巻被害を防ぐには―鉄筋コンクリート造の効用―

木村正彦（愛知県技術士会・愛知建築士会） 

17）着氷雪による風計測上の問題

○木村茂雄（神奈川工科大学），森川浩司，佐藤威，

山岸陽一 

18）諫早湾干拓による風と気温の変化について

真木太一（琉球大学）
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